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スマートフォンや
タブレット端末の
カメラを起動します
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〇〇 〇〇議員

携帯などの端末によっては、上記の方法でご覧になれない場合があります。
その場合は、２次元コードリーダから読み取るか、ユーチューブを開き、検索
欄に「四国中央市議会」と入力して、検索してください。

議会だよりに掲載している質問・答弁は、紙面の都合上一部を要約しています。
詳しい内容を確認したい方は、ユーチューブチャンネルをご覧ください。
以下の手順で視聴できます。

四国中央市議会は、市民によく見え、わかりやすく、市民が参画できる議会運営の推進を目指して、
インターネットを利用した議会ライブ中継と録画映像の配信を行っています。

「議会だより」に載せている 2 次元コードの動画は、本会議での映像から記事の内容を抜粋し、よ
り詳しくお伝えできるよう工夫しています。
少しでも多くの皆さまに視聴していただければと思います。

やってみ
よう！

やってみ
よう！

編集委員会より
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表示されたＵＲＬを
タッチすると
開きます

一般質問のコーナー
の議員個人写真の下
に２次元コードを付
けています
カメラを２次元コー
ドにかざすと、URL
が認識されます



●議案第 44 号　令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）［所管分］
質問　小売店等応援商品券事業について、購入方法などの詳細について伺う。
答弁　商品券については、前回と同様に 3,000 円に対して 2,000 円のプレミアムが付いた
　　　5,000 円分の商品券を１セットとし、１人につき２セットまで購入できることとし
　　　ている。販売期間は９月１日から 12 月 20 日までで、利用可能期間は販売開始日で
　　　ある９月１日から年明け１月 31 日までとしている。販売は郵便局やＪＡなど 24 店
　　　舗で行い、商品券を利用できる取扱店についてはこれから募集予定であり、準備が整
　　　い次第、広報紙やしこちゅ～通信などでお知らせする。商品券の引換券については９
　　　月１日から順次郵送する予定としている。
質問　ひめの凛生産・集荷強化支援事業補助金について、ＪＡが機械を購入する事業だった
　　　かと思うが、ひめの凛の生産農家数とその生産のためにどのような事業を行うのか。
答弁　現在の市内のひめの凛の作付面積は、4.6ha で市内全体の 0.72％であり、農家数は
　　　６戸のみである。生産者が少ないため自前で乾燥を行っている状態であるが、愛媛県
　　　が３か年計画でＪＡなどへ乾燥施設の整備を進めており、まずは乾燥施設などの施設
　　　整備を充実させ、集荷体制の整備を行うことが先決であるという愛媛県の方針により
　　　この補助事業に至ったものである。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています教育厚生委員会の審査概要
◎篠永　誠司　○吉原　　敦　　横内　博之　　杉浦　良子　　　◎委員長
　飛鷹　裕輔　　谷内　　開　　谷　　國光　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 39 号　四国中央市基金条例の一部を改正する条例について
質問　書道パフォーマンス甲子園にかかる費用と基金の使途を伺う。
答弁　書道パフォーマンス甲子園の１大会当たりの費用はおおむね 1,500 万円前後である。
　　　また、基金の使途としては、大会を永続的に発展させるための財源の安定確保が第一
　　　にある。

●議案第 44 号　令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）［所管分］
質問　こども木育推進事業は、森林環境譲与税を利用して実施すると聞いているが、積み木
　　　をプレゼントに選定した経緯を伺う。また、地産地消を推進すると聞いたが、市産材、
　　　県産材を使うのか。
答弁　経緯については、少子化対策を考える中で、森林環境譲与税を利用した事業ができな
　　　いかということでスタートした。積み木をプレゼントに選定したのは、木育が全国的
　　　に取り組まれており、小さいお子さんにとって、特に発達段階で、効果があるとされ
　　　ているためである。また、木材については、市産材、県産材のヒノキを使用する予定
　　　である。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています産業建設委員会の審査概要
◎吉田善三郎　○眞鍋　幹雄　　茨木　淳志　　三浦　克彦　　  ◎委員長
　石川　　剛　　山川　和孝　　曽我部　清  　　　　　　　　　○副委員長



議決結果一覧
番　号 件　　　名 議決結果

承認第 1 号 四国中央市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

議案第 38 号 土居財産区の名称を変更する条例の制定について 原案可決

議案第 39 号 四国中央市基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 40 号 四国中央市老人つどいの家条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 41 号 四国中央市国民健康保険条例及び四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 42 号 四国中央市財産区管理会設置条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 43 号 令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 44 号 令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 45 号 令和４年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 46 号 令和４年度四国中央市財産区管理会特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 47 号 四国中央市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 48 号 四国中央市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 49 号 北野財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 50 号 令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 51 号 令和４年度四国中央市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 52 号 四国中央市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同　　意
３年

請願第 1 号 米価の暴落阻止のため過剰在庫の市場隔離と生活困窮者への食料支援を求める請願 継続審査

※賛否が分かれたものについては市議会ホームページへ掲載しています

令和 4 年第２回 四国中央市議会定例会市　議　会

●議案第 44 号　令和４年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）[ 所管分 ]
質問　戸籍住民基本台帳手数料について、コンビニで発行することによる費用とのことだ
　　　が、詳細を伺う。
答弁　戸籍住民基本台帳手数料について、コンビニ交付を利用いただく際の手数料として
　　　300 円をお支払いいただくが、そのうちコンビニ事業者には 117 円を支払うことと
　　　なるため、歳入について別途予算計上するものである。
質問　新宮窓口センター機能移転事業の施設整備工事と施設改修工事の内容、また、その財
　　　源を伺う。
答弁　施設整備工事は砂利敷の駐車場を舗装するものである。改修工事はカウンターと天井
　　　部分について、県産材・市産材を使い、木質化を行うものである。財源として、森林
　　　環境贈与税基金 500 万円を充てるものである。
質問　航空写真撮影業務委託料 2,200 万円の内容を伺う。
答弁　航空写真約 600 枚を撮影し、データ化したものを土地評価システムに活用し、地目
　　　の認定や、家屋の新築、滅失などの状況を確認するための課税資料とするものである。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています総務市民委員会の審査概要
◎川上　賢孝　〇山本　照男　　猪川　　護　　眞鍋　利憲　　  ◎委員長
　三好　　平　　三宅　繁博　　井川　　剛　　原田　泰樹  　　○副委員長



※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

【テーマ】
・学力テスト・体力テストの非公開の不思議
・市民環境と太陽光発電設備について
・防災について
・人口減少対策について

熱中討論（表紙の写真）について
６月 29 日（水）と 30 日（木）の２日間に分かれて開催した
熱中討論では、右の４つのテーマに分かれ、それぞれのテー
マについて熱い討論を繰り広げました。

　※三好 平議員は所用のため欠席でした

　 ◆高齢者福祉計画の基本理念の実施について
基本理念である「高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることができるまちづ
くり」は素晴らしいものであるが、これに対して、国の地方創生の計画である立地適正化
と公共施設等総合管理では、へき地に居る高齢者が犠牲になると考えるため、基本理念の
実践対応を質す。

その他の質問　〇 75 歳以上の後期高齢者医療費２割負担について
　　　　　　　〇 DX（デジタル変革）の実践について　〇工事入札事件の再発防止を求める

　　　 長寿支援課長長寿支援課長
両計画とも、高齢者福祉計画とは目的や計画期間の時間軸が異なるが、いずれも人口減少・
少子高齢化の進展及び社会経済情勢の変化を見据えた地域実情と特性に応じた暮らしやすさ
の持続が可能なまちづくりを目指すことを共通の視点としており、都市機能の再構築に伴う
周辺地域の住民の利便性向上のための施策展開、公共施設の集約化に伴う高齢者コミュニティ
拠点としての機能充実・強化など、各計画は相互に連携・補完し合い、総合的に実施するこ
とが求められている。こうした状況を踏まえ、高齢者福祉計画では、今後も関係諸計画との
適合性を確保しつつ、地域を問わず安心した暮らし実現のため、改訂ごとに社会情勢や地域
実情を踏まえた効果的な施策を位置づけ、その推進に努めていきたいと考えている。

三好　平議員

　 ◆劣悪な住環境は行政の責任において早急に改善すべき
昨年より、新宮地域に住む市民がおかれている劣悪な住環境について質問してきたが、こ
の原因は県土木事務所による無責任な工事と対応にある。民家の真上にある生活排水管を
切断し、まともな復元もなく 20 年間放置していることに市の立場でどう解決を図るか。

　　　 市民部長市民部長
過去に県が行った事業の事後対応については、現在、四国中央土木事務所に事実関係の確認
を依頼しており、市としては、その結果に基づき、早急で適切な対応を土木事務所に働きか
けていく。
また、もう一つの要因とされる浄化槽の管理については、設置者が保守点検や清掃の義務を
怠り、周辺の住環境へ悪影響を及ぼしている場合は、所管である四国中央保健所が指導、勧告、
改善命令などを行うが、市としても、市民の皆さまから相談を受けた場合は、早急に保健所
への情報提供を行うなど、迅速かつ的確な対応を心がけている。今回のケースも、すでに保
健所への情報提供を行っており、今後は浄化槽の状況などを確認し、維持管理が不適切な場
合には、設置者への指導を行うことを確認している。今後においても、事態に応じて、迅速
かつ的確な対応に努めたい。

谷　國光議員

その他の質問　〇学力テスト、体力テストの非公表の不思議について（続編）



令和 4 年第２回 四国中央市議会定例会一 般 質 問

　 ◆保育士不足の解消に向けて
私立園で導入が進む「保育のＩＣＴ」であるが、公立園では導入されておらず、園児の登
降園を全て手書きで管理しているため、保護者からの休園連絡の対応に追われる時もある。
公立園でも導入し保育士の負担軽減、働き方改革を行い、保育士確保につなげるべきでは。

その他の質問　〇ため池の防災・減災について

　　　 保育幼稚園課長保育幼稚園課長
本市においては、周辺自治体・私立で導入している教育・保育現場への保育ＩＣＴシステム
導入を検討中で、来年度中に整備のための予算を計上する予定である。システム導入により、
緊急時のお知らせが一斉配信可能となり電話対応連絡が軽減されたり、日々の記録・書類作
成のスマート化により記録業務の効率化が図られたり、保育士の負担軽減が予想される。導
入までに周辺自治体への情報収集や現場で使用する園の意見を聞き取り、導入による園側・
保護者側の利点や課題を洗い出しながら進めていく予定である。
職場の環境改善が進むことで保育士などの応募が少しでも増えるこ
とを願っており、ＩＣＴ化によって、保育士などが保育に専念でき
る環境づくりに努め、更に保育の質の向上につなげるよう努める。

茨木淳志議員

　 ◆市長の認識と入札改革への姿勢を質す
公正な入札を妨害し、ひいては市民の税金を無駄に使うことになる今回の事件。本気で入
札改革をやる気なら、ここから教訓を引き出し、過去に漏洩したと推測する案件について
も再調査すべきである。市長の認識と入札改革への姿勢を質す。

その他の質問　〇病床削減議論は中止して、市民のいのち、くらし守る医療を提供せよ　
　　　　　　　〇コンビニでの住民票、印鑑証明の発行について

　　　 副市長、契約検査課長副市長、契約検査課長
入札談合は、事業者間の競争が無くなり、落札価格が高止まりの傾向となることから、予算
の適正な執行を妨げることを認識している。しかし、設計図書で定められた工事目的物をつ
くる標準的な価格として、標準積算基準や各種の単価によって算出された予定価格と当該工
事に対する「手持ち工事の状況」及び「当該工事の施工に必要な施工管理」など、さまざま
な要素が合わさった結果、導き出された入札参加事業者の入札価格により算出された落札率
が高いことのみで、談合が行われていると判断できるものではないと考えている。入札談合
へは、マニュアルを制定し対応しており、入札妨害行為防止のため、談合情報の信ぴょう性
など慎重に判断する必要があることから判断基準を設けて運用している。
再発防止策については、今後においても社会情勢の変化などに注視し、適宜、見直しを行い、
二度とこのような事件を起こさないよう職員一丸となって職務に真摯に取り組む。

飛鷹裕輔議員

　 ◆サニタリ－ボックスについて
今や２人に１人が「がん」と診断される時代であり、前立腺がんや膀胱がんを患っている
男性が多くなっている。がん治療後の生活に欠かせないのが尿漏れパッドであるが、現在、
公共施設の男性トイレにはサニタリ－ボックスが設置されていない所が多い。本市の設置
状況と今後の対応を伺う。

その他の質問　〇学校給食について　〇ヤングケアラー対策について

　　　 管理課長管理課長
市内の学校や公営住宅、コミュニティ施設の集会所などを除く 215 の公共施設に、男性用
の個室トイレは約 350 か所あるが、そのほとんどにサニタリーボックスは設置されていな
い状況である。
施設の管理者としては、市民が安心して公共施設を利用できるよう、サニタリーボックス
の設置を含むトイレの環境整備に努めたいと考えている。
また、サニタリーボックスを設置する際には、設置している個室トイレを利用者が見つけ
やすいような表示方法についても検討していきたい。谷内　 開議員



※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

　 ◆放課後児童クラブについて伺う
今後、ますます働く母親が増えると予想され、働き方もパートより正規で就労される方が
増え、放課後児童クラブの役割がとても重要になると考える。利用する児童の増加に伴い
職員の負担も考えられるが、新たな施設の確保や、運営する人材の確保について伺う。

　　　 福祉部長福祉部長
小学校区によって、待機児童数にばらつきがある。これは希望者数の違いもあるが、施設の
広さに伴う定員も関係している。
共働き世帯や核家族化の増加に伴い、放課後児童クラブに対する需要が高まっていく中、昨
年度、公立２支援、民営１支援の児童クラブを整備し、今年度より受け入れの枠を増やして
いるが、それでも需要に追い付いていない状況である。
今後、各校区における児童クラブへのニーズや児童数の動向及び既存施設の利用状況などを
的確に把握し、各校区の状況に応じた方策に基づく施設整備を行い、併せて児童を受け入れ
るのに十分な放課後児童支援員の確保に努める。

三浦克彦議員

その他の質問　〇マイナンバーカードについて伺う　
　　　　　　　〇本市が取り組む SDGs について伺う

　 ◆聴覚障がい者とのコミュニケーションについて
市内での手話通訳が必要な場面及び普及の取組と災害時での取組について伺う。また、現
在、手話言語条例は全国 433 自治体で制定されており、近隣自治体である観音寺市、三好
市でも制定されているのに対して、県下では、どこの自治体にも制定されていないが、本
市での条例化はどのように進んでいるか伺う。

　　　 市長・副市長・福祉部長・生活福祉課長市長・副市長・福祉部長・生活福祉課長
現在、本市に登録されている派遣通訳が可能な方は 15 名おり、個人からの申請では、医療
機関の受診における派遣が最も多く、運転免許証の更新や生命保険の解約手続きなどでの派
遣もある。その他、行政機関や団体への派遣やコスモステレビの行政チャンネルなど、日常
生活におけるさまざまな場面で必要とされている。また、普及の取組として、人材育成を行っ
ており、毎年、手話奉仕員養成講座の開講や、その他の研修を実施し、本市の手話通訳のス
キルアップを図っている。
本市では、携帯電話・スマートフォン・パソコンなどで、防災・災害情報を受け取ることが
できるメール配信サービスを行っており、災害発生時に自力で避難することが難しく、支援
を必要とする方の「避難支援プラン個別計画」の策定も順次進めている。
手話言語条例については、他市との情報共有を図り、国へ法整備を求めている県の動向と近
隣自治体の動向についても注視していきたいと考える。

杉浦良子議員

その他の質問　〇放課後児童クラブについて　〇「愛」あるブランドについて
　 ◆四国中央市の将来を支える人材育成について

本市の産業基盤を維持、拡大していくためには、デジタル人材やグローバル人材の育成が
急務である。その教育及び育成の現状と対策を問う。また、担い手である地元学生の約
32％が他市の高校へ進学する状況を打破するための郷土愛を醸成する施策を問う。

その他の質問　〇加速する少子化の原因と対策について　〇本市を創生するための SDGs 推進について

　　　 市長、教育長、教育指導部長市長、教育長、教育指導部長
教育ＤＸの推進のために、教職員のスキルアップを図る講演会、研修会の実施や子どもた
ちがＩＣＴに興味や関心をもつ課外活動を通して、理数分野への興味を引き出す学びを実
現している。グローバル人材の育成については、現在、小中学校で外国語指導助手を９名
配置し、英語のネイティブスピーカーとして、各学校の授業に参画し、語学力とコミュニケー
ションスキル向上のため、担当教員の補助を行っている。また、新宮小・中学校では、英
語力の向上やプログラミング教育などの多様なプログラムを実施しており、実証後にほか
の小中学校にも拡大し、実施しているところである。今後もさまざまな経験、体験を通して、
子どもたちの可能性を大きく育み、世界に通用する人材の育成に努めていく。
地域への理解と誇りを育むため、生活科などの時間に地域の自然、特産物、産業などをテー
マとした探求活動や調べたことを発信する活動をしている。そのほかにも小中学校９年間
を通じて、地元愛を育む取組を行っている。今後も、地域の皆さまの御協力をいただきな
がら、児童生徒の郷土愛、地元愛の醸成に取り組んでいく。

猪川　護議員
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　 ◆◆都市公園における小学生向け遊具の周辺市町との比較について
新居浜市の滝の宮公園は、新居浜市内の全小学生約 6,000 人の人気投票を経て選ばれ、約
9,000 万円をかけて整備した。見た目のワクワク感はもちろん、遊びごたえ十分な公園へ
変貌を遂げている。小学生向け遊具の周辺市町との比較について、市としての見解を問う。

　　　 建設部長建設部長
新居浜市の滝の宮公園に設置された大型複合遊具は、
本市の浜公園の複合遊具などと比べると、設置面積で
約５倍、高さも約３倍と規模の大きな施設となってい
る。　本市では合併以降、施設の老朽化が進む公園の
長寿命化を優先したことや、市街地での広場や公園の
整備に重きを置いてきた。しかし、少子化が深刻化す
る中、地域の宝である子どもたちの健全な育成や体力
の増進に寄与する大型アスレチック遊具などの整備に
ついても、検討すべき時期であると考えており、今後
は近隣市町の例なども参考に調査、研究していく。

横内博之議員

その他の質問　〇学校施設の長寿命化計画について　〇人事評価制度について

　 ◆リフト付きマイクロバス貸出事業について
障がい者福祉団体は、これまで社会福祉協議会のリフト付きマイクロバスを利用していた
が、昨年４月から突然利用できなくなり、団体の事業計画に多大な影響が出て困惑してい
る。市は現状をどのように把握し、貸出制度の復活についてどのように考えているか問う。

　　　 市長、生活福祉課長
市障がい者福祉団体連合会にバスの利用について確認したところ、新型コロナウイルス感染
症の影響がなかった平成 30 年度において、障がい者スポーツ大会や総会などの行事は年間
35 件あり、利用台数は延べ 53 台、うちリフト付きバスの利用は 27 台であった。
今後、市所有バスの利用の可能性や補助制度の研究に活用するため、利用に関する詳細な内
容の把握を進めていく予定である。
市社会福祉協議会が行っていたマイクロバス貸出制度は令和３年３月で廃止されたため、バ
ス貸出制度の復活は難しいが、代替事業として、公用で使用するマイクロバスのうち１台を、
できるだけ早い段階でリフト付き車両に更新することや、民間事業者からリフト付きバスを
借り上げる際の借り上げ料の補助、市内バス会社がリフト付きバスを購入する際の補助など
について検討している。今後も障がい者の社会参加の推進を図るため、さまざまな支援を考
えていきたい。

山川和孝議員

その他の質問　〇新型コロナウイルス感染症について　〇小型太陽光発電設備について

　 ◆「四国中央市障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる愛ある社会を目指す
　　条例」の取組を問う
愛ある共生社会をつくるため、職員の意識と知識を高める取組は進んでいるのか。また、
障がいのある人の相談窓口が分かりにくいが改善の予定はあるか。ヘルプマークに対して、
支援の意志を示すマークなど市民意識を高めていく運動の動きはあるのか。

　　　 市長・副市長・福祉部長
本年５月に職員を対象に、条例の理念の大きな柱の一つである「合理的配慮の提供」をテー
マとして具体的な事例を紹介しながら、条例策定に関わった共生社会推進係の職員が講師と
なり研修を実施した。また、研修会の終了後には、全職員に向けて研修資料並びに合理的配
慮の事例集などの関係資料を周知し、共生社会への理解促進を図っている。
障がいのある人の総合相談窓口として、福祉会館１階に基幹相談支援センターを整備し相談
業務を行っているが、場所が分かりづらいため、案内標識の設置などにより改善を図ってい
るところである。今後も、移転を含め各関係機関と十分協議していく必要がある。
ヘルプマークに対して、支援の意思を示すサポートマークの作成や、手助けや配慮を実践す
ることができるサポーターの養成など、いわゆるサポート運動については、今年度から県が
実施予定であり、本市における運動の展開については、現在、県と時期や内容などの協議を
進めているところである。

吉原　敦議員

その他の質問　〇特別支援学校によるセンター的機能は生かされているか



この制度は、事前に利用登
録すれば、電話予約により
自宅近くから病院や商店な
どへの送迎を受けられる
サービスで、1 回 400 円
からご利用いただけます。
このサービスは 10 年以上
続いており、車の運転が難
しい方や公共交通機関が自

本委員会では「公共交通に関すること」などについて、
市民の皆さんがより便利に暮らせるようさまざまな協
議・検討を重ねています。

宇摩圏域は、人口減少・高
齢化が進む中、医師数が愛
媛県の中でも少なく、圏域
内で医療を完結させること
ができずにいます。

住民が必要とする医療提供
体制の構築を目指す必要が
あり、宇摩構想区域地域医

本委員会は７名の委員で構成され、付議事件であります
下記の４件について協議を重ねています。
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デマンドタクシーの啓発と利用拡大

地域医療体制の整備

公共交通調査公共交通調査 特別委員会

①中核病院のあり方
③診療体制などの提言

②医療の現状と課題
④医師不足解消対策ほか

地域医療対策地域医療対策 特別委員会

宅近くにない方などに安
心・安全な移動手段のひと
つとしてご利用いただいて
います。市のホームページ
や市内の公共施設などにあ
るパンフレットでこの制度
を紹介していますので、ぜ
ひご覧ください。
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この制度がより利用しやすいものになるよう、
引き続き協議を進めてまいります。

◎委員長　　〇副委員長

◎委員長　　〇副委員長

地域の医療体制をより良く整備できるよう、
これからも協議を重ねてまいります。

 ◎

療構想調整会議へ当委員会
の要望を伝えました。
　
限りある医療資源を有効に
活用して、市民の安心・安
全の礎であります切れ目の
ない医療提供体制を整備で
きるよう積極的に働きかけ
ています。

〇

 ◎〇



本委員会は、議会運営上の課題の整理及び議会活性化策
や議会啓発事業、議会の広報・広聴に関することについ
て取り組んでいます。
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オンラインを活用した会議の推進

議会改革調査議会改革調査 特別委員会

特別委員会とは？

コロナ禍を契機に、緊急時
などを想定した議会活動の
在り方として、議員間の協
議などに、オンライン会議
を推進しています。

委員会の協議や議員全員勉
強会では、会議室に集まら
ず、オンライン会議アプリ

で会議を開催しました。

また、行政調査の視察にも
オンラインを活用できるよ
うに調査・研究も行ってお
り、実際に議会ＩＣＴの先
進地である茨城県取手市議
会へオンラインでの行政視
察を実施しました。

どんなことを話し合ってい
るの？

四国中央市では、常任委員会３つ（総務市民、教育厚生、産業建設）と特別委員会３つ（議
会改革調査、地域医療対策、公共交通調査）が設けられています。今回は、特別委員会が、
どのような活動をしているのかお伝えします。

◎委員長　　〇副委員長

今後は、本市でもオンライン視察の受け入れが
できるように取り組んでまいります。

　　    ◎

議会
（本会議）

総務市民常任委員会

教育厚生常任委員会

産業建設常任委員会

議会改革調査特別委員会
地域医療対策特別委員会

公共交通調査特別委員会

常任委員会

議会運営委員会

特別委員会

〇
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熱中討論
６月 29日（水）と 30日（木）の２日間にわたり、４つのテーマに分かれて討論しました。
この様子は四国中央テレビにて８月ごろ放送されます。ぜひご覧ください！

本紙議会だよりの写真については、撮影のためマスクを外しています
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